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研究成果の概要（和文）： 
アルゼンチンアリが在来生態系に及ぼす影響を明らかにする目的で、広島県廿日市市周辺の市
街地公園において在来アリ以外の生物に及ぼす影響をさまざまな方法を用いて調査した。地表
歩行性動物に及ぼす影響は明らかではなかったが、ニホントカゲは減少していた。管住性ハチ
の営巣数は減少する傾向があった。寄主が特殊化している好蟻性昆虫は著しく減少したが、寄
主範囲の広い種はアルゼンチンアリと共存可能だった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Effects of Argentine ants on native animals except for ants were investigated in and around 
Hatukaichi-si, Hirosima Prefecture. Effects of the Argentine ants on ground living 
arthropod animals were obscure, however, the density of a Japanese lizard was reduced 
in the invaded area. The nest density of tube nesting wasps in ant foraged branches was 
lower than that in ant excluded branches in argentine ant invaded area. Host specialist 
myrmecophilous animals are remarkably affected by the invasion of Argentine ants.   
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１．研究開始当初の背景 
 南米原産の侵略的外来種アルゼンチンアリ
は、2000年に広島県廿日市市に定着している
ことが初めて報告され、それ以来、西南日本
を中心に日本各地から定着が報告されている
重要害虫である。本種は、在来アリをはじめ
とする多くの在来生物と在来生態系に著しい
悪影響を及ぼすと喧伝されてきた。しかし、
これまでの研究例を総括すると、在来アリの
種多様性が著しく低下するという事実は世界

共通であるものの、アリ以外の生物に及ぼす
影響についての調査結果は、対象系統群によ
って異なるばかりでなく、調査地点や調査者
によっても異なっており、一定の傾向が見い
だせない例が少なくなかった。また、在来ア
リに対す影響についても同様であるが、アル
ゼンチンアリが及ぼす影響のメカニズムに関
する研究例はきわめて少なかった。 
２．研究の目的 
 本種の生態リスクを客観的に評価するこ
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と目的に、アリ以外の在来生物に直接・間接
的に及ぼす影響を、我々の 2000 年以来の定
期調査から侵入履歴が明らかになっている
広島県の調査地点において野外調査すると
ともに、詳細なメカニズムを室内実験で検討
した。 
 
３．研究の方法 
（１）広島県廿日市市周辺の市街地公園のう
ちアルゼンチンアリの侵入年度が明らかな
公園において粘着板トラップを６，８、１０
月に設置し地上歩行性動物を定量的に採集
した。 
（２）広島県廿日市市周辺の公園に竹筒トラ
ップを設置し管住性ハチ相を調査した。 
（３）好蟻性昆虫であるアリヅカコオロギと
ヤマトシジミ幼虫について、廿日市市周辺で
の野外での分布状況を調査するとともに、室
内で各種在来アリおよびアルゼンチンアリ
との相互関係について観察した。 
（４）地上歩行性動物のいくつかの種類と、
在来アリおよびアルゼンチンアリとの相互
関係について室内で観察した。 
（５）その他の生物とアルゼンチンアリの関
係を随時観察した。 
 
４．研究成果 
 
（１）地上歩行性動物に及ぼす影響 
 まだ同定作業中であるが、オカダンゴムシ
やコオロギ類各種、モリチャバネゴキブリ、
多足類、甲虫類などは侵入地であっても多数
の個体がアルゼンチンアリとともにトラッ
プで採集された。ニホントカゲの個体数は侵
入公園よりも未侵入公園で有意に多かった。
一方でニホンカナヘビの個体数は侵入公園
と未侵入公園間で差がなかった。ニホントカ
ゲを採集し脱糞させて糞内容物を調査した
ところ、アリは含まれておらず、アメリカ産
ツノトカゲとは異なり、餌として在来アリが
重要であるわけではなさそうだった。 
 
 
 

 
 

 
 
 

        
 

          
 
                   
図１ アルゼンチンアリ侵入公園と未侵入
公園におけるニホントカゲの個体数 
 

（２）管住性ハチ類に及ぼす影響 
 合計 420 本の竹筒を設置したところ、120
本の竹がハチによって利用された。これまで
の研究令では、３〜７割の竹筒が営巣される
と報告されているが、本研究では市街地に設
置したせいか、ハチによる巣として利用され
た割合はわずか 28％であった。その内訳は、
オオフタオビドロバチ 97 本、ヒメクモバチ
類 14 本、オオヤニハナバチ 3本、バラハキ
リバチ 3 本であった。5本にはハリブトシリ
アゲアリ、ウメマツオオアリ、クボミシリア
ゲアリなどのアリ類が営巣した。アルゼンチ
ンアリは竹に営巣することは無かった、一部
の公園で予備的に設置した葦にわずかなが
ら営巣していた。ハチが巣として利用してい
たトラップ数には侵入地と未侵入地間で明
らか差はなかった。侵入地で防蟻剤によって
アリを除去した場合は、除去しなかった場合
よりもわずかながら営巣トラップ数が増加
し、軽微ではあるがアルゼンチンアリの活動
が管住性ハチ類の営巣活動を抑制している
可能性がしめされた。このメカニズムについ
てはまだ十分明らかに出来ていないが、アル
ゼンチンアリ侵入地では樹上活動性アリの
個体数が著しく多く、頻繁な巣への侵入など
がハチの営巣活動を妨げている可能性が考
えられる。 

図２ アリ除去巣（水色）とアリ未除去巣
（赤）のハチ利用竹数とドロバチ利用竹数 
 
（３）好蟻性昆虫に及ぼす影響 
 廿日市市周辺の市街地公園ではサトアリ
ヅカコオロギがトビイロシワアリの巣に共
存している。本種はトビイロシワアリの巣か
らしか発見されていない寄主の特殊化が著
しい種である。アルゼンチンアリ侵入地で本
種の分布を調査したところ、トビイロシワア
リの巣からはわずかながら採集されたが、ア
ルゼンチンアリの巣からは発見できなかっ
た。室内でアルゼンチンアリの人工巣とトビ
イロシワアリの人工巣のこのアリヅカコオ
ロギを導入したところ、アルゼンチンアリの
巣ではほとんどの個体が３日以内に死亡し
た。特定の在来アリにのみ寄生するサトアリ



ヅカオロギと比較するために、多種のアリに
寄生可能なミナミアリヅカコオロギをアル
ゼンチンアリ人工巣に導入し、行動や生存率
を調査したところ、ミナミアリヅカコオロギ
は本来の寄主に導入した場合より若干生存
率は低かったが、共存可能であった。 

 
図３ トビイロシワアリにしか寄生しない
サトアリヅカコオロギと寄主範囲が広いミ
ナミアリヅカコオロギのアルゼンチンアリ
巣内での生存率。 
 
 ヤマトシジミはカタバミを食草とするシ
ジミチョウで、幼虫期に各種のアリ類が随伴
することがしられている。廿日市市内の各地
で本種の幼虫密度を調査したところ、アルゼ
ンチンアリ侵入地と未侵入地間で明らかな
相違はなかった。室内でアルゼンチンアリを
含む各種アリ類を飼育し、採餌場所にカタバ
ミとともに本種幼虫を設置したところ、働き
アリの幼虫に対する行動は種間で著しく異
なっていた。キイロシリアゲアリは、幼虫の
みならず蛹に対しても常に多数の働きアリ
が随伴した。クロヤマアリ、トビイロシワア
リもヤマトシジミの幼虫を発見した働きア
リは幼虫に対して随伴行動を示した。一方で
アルゼンチンアリは幼虫と遭遇してもアン
テナで触れることはあっても積極的に随伴
するような行動は稀であった。また、幼虫を
攻撃するような行動もみられなかった。 
 アルゼンチンアリと好蟻性昆虫との関係に
ついては、アブラムシ類を除くとほとんど研
究例がなく、シジミチョウ幼虫との関係も、
北米産の２種が野外でアルゼンチンアリに
随伴されていたという報告しかない。過去に
我々はマテバシイを食樹とするムラサキツ
バメを対象に、卵や幼虫の密度、幼虫に対す
る各種アリ類の行動、幼虫の寄生率を調査し、 
ムラサキツバメは 10 種以上の在来アリとア
ルゼンチンアリに随伴されること、アルゼン
チンアリ侵入地と未侵入地間で密度や寄生
率に差がないことを示し、ムラサキツバメに
とって在来アリとアルゼンチンアリが及ぼ
す影響は大きな違いがないことを示した。ヤ

マトシジミの場合、アルゼンチンアリがほと
んど随伴しようとしなかった点がたいへん
興味深い。これら２種のような寄主範囲が広
い好蟻性種でアリの行動が種間で異なる理
由は今後の重要な研究課題である。 
 
（４）地表歩行性動物に対するアリの行動 
 実験室内で各種アリ類と地表歩行性動物
が出会った際の行動を観察した。コオロギ類
やモリチャバネゴキブリは、敏感でかつ歩行
速度が早く、アリと出会ったときには素早く
逃げることが多かった。オカダンゴムシに対
してアリは積極的に攻撃することは稀であ
った。アリの巣室用小型容器を２個用意し、
一方にオカダンゴムシ、一方には何も入れず
アルゼンチンアリに与えたところ、アルゼン
チンアリはダンゴムシの入っていない容器
を選ぶことが多く、アリがダンゴムシを忌避
している可能性も考えられた。 
 
（５）その他の生物に対するアルゼンチンア
リの影響 
 アブラゼミ・クマゼミ成虫の吸汁痕に集ま
るアリの行動を観察し、過去の観察例ととも
にまとめた。セミ成虫が吸汁中に樹幹歩行中
のアリが吸汁痕やセミの身体により集まる
例がアルゼンチンアリ侵入地ではしばしば
観察されたが、未侵入地では少なかった。ア
ルゼンチンアリにせよ在来アリにせよ、アリ
がまとわりつくことでセミがその場所から
移動すること少なく、アリの行動がセミの吸
汁行動に影響しているかどうかは不明であ
った。 
 
 以上の結果から、アルゼンチンアリが在来
生物に及ぼす影響は、在来生物の種類によっ
て著しく異なっていることが明らかになっ
た。在来アリと、在来アリに依存した寄主特
異性の高い好蟻性種がアルゼンチンアリの
侵入によって悪影響を受けることは間違い
ないが、それ以外の生物に関しては、一般化
できるほどの結論を得るに至らなかった。本
種の生態リスクを明らかにする為には、広範
な生物群を対象に詳細な行動観察を実施す
る必要があると考えられた。 
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